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統合失調症のワーキングメモリーに対する経頭蓋直流刺激の効果を 
統計的に実証 

   
 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター（NCNP、東京都小平市、理事長：水澤英洋）

精神保健研究所（所長：金吉晴）児童・予防精神医学研究部 （予防部）住吉太幹部長および成田瑞

（ジョンズ・ホプキンス大学医学部博士研究員および予防部研究生）らのグループは、経頭蓋直流

電気刺激（transcranial direct current stimulation, tDCS）が統合失調症の認知機能、とりわけワ

ーキングメモリーの改善に有効であることを、メタ解析法を用いて実証しました。 
 統合失調症は一般人口の約 1%が罹患する、原因不明の精神疾患です。主な症状として陽性症状

（幻覚、妄想など）、陰性症状（感情の平板化、引きこもりなど）、認知機能（記憶、注意、問題解

決能力など）の障害などが挙げられます。とりわけ認知機能障害は、患者の機能的予後（社会復帰

の成否など）に影響が大きい重要な症状です。 
 tDCS とは 1-2 mA 程度の微弱な電流を頭皮上から当てる方式のニューロモデュレーションで、

麻酔の必要がなく、副作用のリスクが小さいなどの利点があります（図 1）。当グループは先行する

予備的研究で、tDCS が統合失調症の認知機能障害に有効である可能性を示しました。これを受け、

本研究では tDCS の統合失調症の各認知機能領域への効果を、複数の無作為化比較試験（RCT）を

統合したメタ解析を用いて検討しました。その結果、268 名の被験者を含む 9 本の RCT のデータ

に基づき、ワーキングメモリーへの有意な効果を見出しました。 
 今回の研究結果から、tDCS が統合失調症の認知機能障害に対する治療法となり得るというエビ

デンスが得られました。このことより、tDCS が患者の社会復帰（復学、就労など）の転帰の改善

のための有用な治療法となることが期待されます。 
 本研究成果は、日本時間 2019 年 11 月 6 日に科学雑誌「Schizophrenia Research」誌に受理さ

れました。 
 
■研究の背景・経緯 
 統合失調症の症状として、陽性症状や陰性症状の他に、早期より認知機能が低下することが示さ

れています。この認知機能障害は、陽性症状や陰性症状以上に、患者の社会的転帰に重要であると

されています。 
 tDCS とは頭皮上に 2 つのスポンジ電極を置き、電極間に微弱な電流を流すニューロモデュレー

ションで、脳の神経活動を修飾します（図 1）。今まで、比較的少数例を対象としたいくつかの臨床

試験で、統合失調症の認知機能障害を tDCS が改善する可能性が示されてきました。しかし、複数

の試験の結果を統合した検討は行われていませんでした。こうした中、メタ解析法を用いた今回の

研究結果は、tDCS の効果をより強固に示すことになります。 
 
■研究の内容 
 前頭部への tDCS を複数回施行した無作為化比較試験を対象とし、複数の医療研究データベース

から情報を取得しました。その結果、9 つの試験が対象となりました。これらに対して、ランダム

効果モデルを用いたメタ解析で被験者 268 名に対する検討を行いました。その結果、認知機能の領
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域の中で、特にワーキングメモリーに対する有意な効果が示されました（図 2）。この効果は年齢な

どの因子に影響されず、また出版バイアスも認めませんでした。 
  
■今後の展望 
 本研究の成果により、tDCS は統合失調症のワーキングメモリーに対して有効な治療法となり得

ることが示されました。簡便で副作用の少ない tDCS が認知機能障害を改善するという結果は、統

合失調症患者の社会復帰を促進すると期待されます。 
 
■参考図 
 
 
 
 
図 1 経頭蓋直流電気刺激(tDCS)施行の様子 
 
 
 
 
 
 
 

図１：tDCS 装着時の様子 
(a) 刺激発生装置、(b)アノード電極、(c)カソード電極、(d)電極固定用ストラップ、(e)ゴムバンド. 

国立精神・神経医療研究センターでは、tDCS を用いた精神疾患の治療研究を現在行っていま

す；https://npepjournal.biomedcentral.com/articles/10.1186/s40810-015-0012-x 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2：メタ解析を用いた tDCS のワーキングメモリーに対する効果 
菱形部分が各比較試験を統合した tDCS の効果を示しており、これが 0 にかからない場合が有意な

tDCS の効果を示します。今回の解析では有意な中等度の効果量が示され、tDCS は臨床的に意義

のある治療法と推定されます。 
 
 

https://npepjournal.biomedcentral.com/articles/10.1186/s40810-015-0012-x
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■用語解説 
・ニューロモデュレーション 
 脳に強い侵襲を与えずに神経活動を調整し、神経可塑性などを誘導することによって個体の回復

力を高め、慢性的な精神症状を緩和する方法です。 
・経頭蓋直流電気刺激（tDCS） 
 頭皮上に設置した電極を通して微弱な電流を流し、脳神経細胞の活動を修飾する方式のニューロ

モデュレーションです。1 回あたりの刺激時間は 30 分以内と比較的短く、麻酔の必要がなく、副作

用のリスクが低いという利点があります。電極の設置部位、施行回数および日数については様々な

試みがあります。これまで主にうつ病に対する効果が示されており、抗うつ薬と遜色ない効果を見

出した無作為化比較試験もあります。 
・ワーキングメモリー 
 情報を短時間記憶し処理する認知機能の一つで、作業記憶とも呼ばれます。統合失調症患者の機

能的転帰を左右する認知機能領域として重要です。 
・出版バイアス 
 特定の治療法の効果などを確かめる臨床研究において、否定的な結果が出た場合は、肯定的な結

果が出た場合に比べて公表されにくいというバイアス（偏り）です。公表バイアスとも言われます。 
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■お問い合わせ先： 

【研究に関するお問い合わせ】 

住吉 太幹（すみよし とみき） 
国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所  
児童・予防精神医学研究部 
〒187-8553 東京都小平市小川東町 4-1-1 
Tel: 042-341-2711（代表）/FAX: 042-346-3569 
Email: sumiyot@ncnp.go.jp 
 
【報道に関するお問い合わせ】 

国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター 総務課 広報係 

〒187-8551 東京都小平市小川東町 4-1-1 

TEL: 042-341-2711（代表） FAX： 042-344-6745 
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